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論集』2015 年 11 月）では、アンケート調
査に基づいて、海外拠点への進出時期別の
中小企業の特性を分析し、進出年代が新し
い海外拠点ほど①進出前のフィージビリテ
ィ・スタディを実施している、②海外拠点
の従業員教育や労務管理において日本での
やり方をベースとする割合が高まっている、
等の傾向を明らかにしている。また、山本
聡「中小企業の国際化プロセスにおける国
際的アントレプレナーシップ」（『中小企業
季報』2015年 No.3 ）では、近年の国際的
アントレプレナーシップ研究の中で注目さ
れつつある「国際的起業家志向性（IEO）」、
「エフィカシィ」、「輸出市場指向性
（EMO）」、「偶発的発見（セレンディピテ
ィ）」、「意思決定プロレスのロジック（エフ
ェクチュエーション）」等の概念を用いて、
中小企業の国際化プロセスにおけるこれら
の概念の存在を、企業事例に基づいて紹介
している。 
 このように、直近の中小企業研究は、「活
力ある多数派」としての中小企業の成長性
に専ら焦点を当てるというスタンスから、
経営実態に即した、より一層現実を直視す
る中で活路をどこに求めるか、といった方
向性へと変化しつつあるように思われる。
但し、かつての中小企業観のように「格差
を是正すべき対象」という考え方に基づい
た議論ではない点には注目すべきである。
社会・地域の環境変化への対応、産業の国
際競争力の維持等の、より根源的な課題が
あり、その中で中小企業およびその政策が、
どのような役割を果たしていくべきかとい
う視点が、各研究に共通する視点となって
いるといえる。 
